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03 アプリーレ対談企画
秋田大学での学びは、
確実に社会とつながっている

11 みらい創造基金だより

〈今号の表紙〉
今号の表紙は、各分野の第一線でご活躍中の卒業生の方々が、在学生のた
めに再びキャンパスに集い、撮影に協力してくださいました。「大学での学び
を糧に、自信を持って歩んでほしい」。先輩方の力強いエールが、一人でも
多くの皆さんに届くことを願っています。

公式ホームページ 公式X 公式Facebook 公式YouTube公式Instagram

秋田大学の最新情報を
ホームページや

各種SNSにて発信中!!
皆さまのフォローをお願いいたします。

秋田大学長
南谷　佳弘
●生年月日：1962年2月6日　東京都出身

●最終学歴：秋田大学大学院医学研究科博士課程

●座右の銘：特定の座右の銘はない。その時々の現場で

　　　　　　何が一番正しいか考え、続けることを大切　　　

　　　　　　にしている。

●趣　　味：登山

TDK株式会社　専務執行役員　電子部品BC CEO佐藤　茂樹
●生年月日：1964年７月9日　角館町出身●最終学歴：秋田大学大学院鉱山学研究科●座右の銘：「この仕事、自分のお金を出してもやるか？」　　　　　　「準備で仕事の8割が決まる。準備は入念に！」　　　　　　「まだまだやれる」●趣　　味：ドライブ（遠出）、写真（花、星景写真）

厚生労働省　危機管理・医務技術総括審議官
佐々木　昌弘
●生年月日：1969年７月2日　横手市出身
●最終学歴：秋田大学大学院医学研究科博士課程
●座右の銘：艱難汝を玉にす
●趣　　味：子育て、柔道、読書

秋田市長
沼谷　純
●生年月日：1973年3月30日　秋田市出身
●最終学歴：秋田大学教育学部
●座右の銘：「立志尚特異（立志は特異を尊ぶ）」
●趣　　味：ドライブ・映画鑑賞
　　　　　　音楽を聴きながら日本酒を飲み、本を読む
　　　　　　（好きな映画：ライフ　イズ　ビューティフル、
　　　　　　好きな本：沢木耕太郎「深夜特急」）

〈対談参加者プロフィール〉
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学長：今日は本当にお忙しい中ありがとうございます。秋田大学

広報誌「アプリーレ」の対談企画として、社会の第一線で活躍さ

れている秋田大学出身の皆さんにお越しいただきました。テー

マは「秋田大学での学びは、確実に社会とつながっている」です。

私自身も秋田大学医学部医学科出身で昭和61年卒です。今日

は同じ秋田大学で育った先輩同士として進めたいと思います。

この企画は、私自身が企画しました。理由は本当にシンプル

で、今ここで学んでいる学生さんをエンカレッジしたい、頑

張る気持ちを後押ししたいと思ったからです。秋田大学で

学んでいる学生さんの中には、「この大学で本当に大丈夫か

な」、「この学部でやっていることが将来につながるのかな」

と思っている人もいると思います。

今日お集まりいただいた3名は、国、地域、グローバル企業と、

全く違うフィールドで活躍されています。でも出発点は同じ、

秋田大学です。成功談だけではなく、学生の時に迷ったこと、

将来が見えなかったことも含めて、率直にお話ししていただ

ければと思います。

まずは自己紹介から

沼谷さん（秋田市長）：改めまして今日はありがとうございま

す。秋田市長の沼谷純です。平成7年3月に秋田大学教育学部

を卒業しました。よろしくお願いします。

佐藤さん（TDK 専務執行役員／電子部品ビジネスカンパ

ニー CEO）：佐藤茂樹です。TDKに勤めています。卒業はちょ

うど平成に変わる頃でした。

佐々木さん（厚生労働省 危機管理・医務技術総括審議官）：

佐々木昌弘です。昭和 44 年、横手市生まれです。入学が

昭和 63 年 4 月なので、佐藤さんとは入れ違いですが、沼

谷さんとは重なり、学長とは学部の先輩後輩という仲で

すね。平成6年3月に医学部を卒業して、厚生連平鹿総合

病院や御野場病院で内科医を経験し、平成 8 年に厚生省

に入省しました。

現在は、地震や大雪の際に、厚生労働省を代表して首相官邸

に向かい、各省庁の局長級で構成される緊急参集チームとし

て政府の対策をまとめるといった仕事をしています。

学長：学生が「秋田大学にこんなすごい卒業生がいるんだ」と

分かると思います。ありがとうございます。では、学生時代

を振り返っていきましょう。今の学生さんは「将来が見えな

い」「何を目指せばいいか分からない」とよく言います。当時、

何を考えて、何に迷っていたのか。秋田大学で過ごした時間

の中で心に残っている経験を聞かせてください。

秋田大学広報誌「アプリーレ」対談企画
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「働きたくない」から始まった
——沼谷さん

沼谷さん：今の学生さんに偉そうなことを言える立場じゃな

いんですけど、正直に言うと、秋田大学教育学部に入ろうと

思ったのは、志が高い動機というより、逃げのスタートでした。

当時、母子家庭で、高校を卒業したら家庭の経済状況的に大

学へ行くのは難しいので、就職しようと思っていたんです。

でも「まだ働きたくないな」って思ったんですよね。それで、

母親に大学に行かせてくれと言ったら、「行くなら地元。県外

に行かせるお金はない」と。そこで秋田大学が現実的な選択

肢になりました。

教育学部を選んだ理由も、格好いい話ではなくて。両親が離

婚した時、当時はクラスの友達にも言えなかったのですが、

唯一担任の先生にだけは心の中の話ができました。

だから「自分が支えてもらった教師になるならいいんじゃな

いかな」ぐらいの感覚で教育学部に入りました。小学校と幼

稚園の教員免許は持っているんですけど、ペーパードライ

バーです。

家庭の影響と、進路の輪郭
——佐藤さん

佐藤さん：私も家庭がそんなに裕福ではなかったので、大学

に進学させてもらうなら地元の秋田大学になる、という感じ

でした。鉱山学部の電気工学科に入ったのは、父親が電気関

係の仕事をしていた影響が大きいです。電気工学科は明確に

選べる選択肢だったので、そこを目指して勉強した、という

くらいですね。

「秋大さ入れでかった」
——佐々木さん

佐々木さん：まず秋大医学部を選んだのは、横手出身ですが

中学・高校は東京に柔道留学をしていたため東京という選択

肢もあった中で、２つ理由があります。１つ目は自然豊か

で実家にも近いからです。６年間コンクリートジャングル

で過ごしましたし、横手高校を卒業した姉や兄は県外に出て

ましたので。

２つ目は、親族で最も優秀な一回り上のいとこが医科歯科大

学に進学していて、その父親（母の兄弟の長子）が「秋大さ入

れでかった、秋大さ入れでかった」とずっと言っていたため、

「せば、俺が」という気持ちがあったからです。そのいとこに

加えて横手南小の同級生も医師の子弟が多くいたので、医学

部に違和感はなかったです。

恐らく入試の面接では、もっとそれらしいことを言ったと思

いますが。

学長：私は面接委員を務めていますが、皆さんそれなりに格

好いいことは準備しますよね。でも本音はそんな感じだと思

います。

将来は見えていなかった。
それでも転機は来る

学長：今の立場から学生時代を振り返ると、将来どんな風に

なるか、何を目指していたと思いますか。

教育実習で気づいた「自分はまだ早い」
—— 沼谷さん

沼谷さん：在学中は先生になろうと思って勉強していました。

教育学部って、ピアノも体育も美術も習字もあって、苦手な

実技が山ほどあるんですよ。全部単位を取らないと卒業でき

ない。

一番のターニングポイントは教育実習でした。幼稚園実習に

秋田市⾧　沼谷　純
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行くと、子どもたちは夢を語ってきます。「プロ野球選手に

なりたい」「ケーキ屋さんになりたい」。でもその時、僕は何

も教えてあげられなかった。算数国語を教えるのとは別で、

「夢を叶えたい」に何かを返す力が自分にはない、とまざまざ

と感じました。

「先生になるのはちょっと早いな」と思って、大学3年の冬ぐ

らいに先生になるのをやめました。でも当時は就職氷河期で、

「じゃあ何やるの？」って、そこで就活にぶつかりました。振

り返ると、いろんな意味で逃げてるんです。「大変だ」と思っ

て逃げる、「嫌だな」と思って逃げる。そういう選び方をして

きたなと思います。

昭和の鉱山学部で身についた「工夫」
—— 佐藤さん

佐藤さん：私は昭和の時代、今はなき鉱山学部に在籍してい

ました。大学の雰囲気も昭和色が濃くて、バンカラ的で、怖

い先輩もいましたし、先生も特徴的でユニークでした。

研究費が潤沢な研究室は少なくて、先生方も予算で苦労して

いたと思います。卒業研究で一番言われたのは「最先端の設

備やお金はかけられない。だから工夫しろ」「新しいことを

やってくれ」。

実験資材を買うにも「本当に必要か？」と言われるので、日々

苦労していました。でもその苦労があったから、他の学科の

ゴミ捨て場から廃棄物を拾って実験装置を組む、みたいな工

夫もしていました。会社に入ってから「こんなにお金と設備

を使えるんだ」というありがたみも分かりました。

苦しかったけど、今となれば貴重な体験でしたね。工夫する

のがずっとトレーニングになっていました。今流行りのリベ

ラルアーツを地でやっていた、みたいな感覚です。

10年学んで見えた「選択肢の多さ」
—— 佐々木さん

佐々木さん：私は学部6年プラス大学院4年で10年秋大で学

びました。その10年で身についたのは「いろんな選択肢」で

す。与えられてばかりだと得られない。自分で工夫しなきゃ

いけない。当時、将来を考える中で、学ぶにつれ、大学に通う

につれ、「いろんな選択肢」が目の前に広がっていきました。

これは秋大ならではのことです。

これらの選択肢を咀嚼するのに、秋大は目の前にある景色も

また豊かなので、いろんな思索ができました。手形キャンパ

スでは鉱山・教育学部の友達と語らい、道場で柔道をし、本道

キャンパスに移動する際に手形山の四季を感じ、医学部の友

達と共に学ぶ。こんな贅沢は少なくとも東京にはありません。

学部生の間は必ずしも臨床医をバリバリ目指していたわけ

でもなく、一方でどの診療科も純粋に魅力たっぷりだったの

でどの医局も選べず、大学院は社会学系の衛生学に進みまし

た。教授が医学部柔道部の顧問だった御縁もありましたし、

「医師である以上、最初は臨床をすべし」と、地元の病院での

研修を認めてくださったことが決め手でした。

「したいことが見つからない」と悩んでいる学生がいるなら、

それは「まだ選択肢を持てる」ということだと思います。自分

自身がそうでした。

「秋田で学ぶ」という価値

学長：都会の大学もありますが、秋田という環境について、何

かコメントはありますか？

沼谷さん：僕は秋田市生まれ秋田市育ちでそのまま秋田大学

なので、逆に今、東京で暮らせるんだろうかって普通に思い

ます。家賃は高いし暑いし、行列だし、山手線は混んでるし、

人が多すぎる。

秋田市は30万人の街で、秋田大学があって同世代が集まっ

て、周りに必要なものもある。そんなに並ばず混まず、学ぶこ

と・暮らすこと・バイト・友達と遊ぶことも含めてストレスが

少ない。程よい、ちょうどいいなって当時も思っていました。

厚生労働省　危機管理・医務技術総括審議官　佐々木　昌弘
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佐藤さん：当時はインターネットも携帯もない。パソコン

も一人一台じゃない。黒電話で、駅の黒板に「何時何分誰そ

れ」って書いて待ち合わせする時代でした。だから「田舎だか

ら」っていう感覚も当時はあまりなかったと思います。

県外から来た同級生は、秋田は人情味があって居心地がいい

と言っていました。食べ物も美味しい。下宿屋さんも多かっ

たですね。

笑い話で言えば、当時はマクドナルドもコンビニもなくて、

マックを食べたい先輩がいると盛岡まで買いに行くとか。夜

中に腹が減るとトラックが集まるドライブインに行くとか。

研究室に夜遅くまでいると、そういう夜中の買い出しが社会

人になってからのネタになります。

学長：ちなみに私も手形で学んでいた時は、北門を出てすぐ

5メートルぐらいの下宿に住んでいて、授業直前に塀を乗り

越えて行っていました（笑）

佐々木さん：学ぶ環境という意味で、秋田大学は世界でも屈

指だと思っています。「山と川のある町」横手に育ち、中高の

6年で都会の窮屈さも感じました。東京のような繁華街は、

規模の違いはあれど、どこにでもあります。でも秋田市は海

もあるし油田もある。足を延ばせば男鹿半島や鳥海山もある

し、世界企業TDKもある。これだけの環境の大学はないです。

以前、文科省の高等教育局に出向していた際に、「学ぶ環境」

で全国の大学を比較しましたが、やはり秋大がトップだと思

いましたね。

学長：私も秋田に長く住んでいますが、山を登りたいと思っ

たら車で15分で山に行けるし、海もすぐです。生活環境で

困ったことはほぼない。住みやすいなと思います。

学びは社会でどう生きるか

学長：今の在学生が一番知りたいのは、秋田大学で学んだこ

とが社会でどう生きているかだと思いますが、いかがでしょ

うか。

最後はコミュニケーションが残る
—— 沼谷さん

沼谷さん：教育学部を出て、先生じゃなく普通に就職しよう

と思いましたが、就職氷河期で、面接に行くと「教員免許が

あるんだから先生になれば」と返されました。民間では教育

学部卒の需要がなかった時期でした。

じゃあどうする、となって背水の陣で公務員試験を受けて県

庁に入りましたが、県庁に行くと教育学部出身はほとんどい

ませんでした。周りは法学、政治学、経済学で専門試験に耐

える勉強をしてきた人たちでした。

教育学部で学んだものは、コミュニケーションだったと思う

んです。聞く、話す、伝える。その基礎は大学の4年間で学ば

せてもらいました。

今の時代、知識や技術は後から入れられます。でもコミュニ

ケーション力は後からなかなか身につきません。分野や仕事

を問わず、最後はコミュニケーションが大事になります。人

と人とのコミュニケーションは最後、AIにも置き換えられな

いんじゃないか。だから在学中に、対面でもオンラインでも、

コミュニケーションすることの楽しさや意味を感じてほし

いです。

工夫と多様性が、社会で効く
—— 佐藤さん

佐藤さん：役に立っていることは、まず学生時代にたくさん

遊ばせてもらったことです。社会に出てから遊びにふけるこ

とはない。学生のうちにやることをやれた。勉強だけの場所
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じゃなかったのは大きいです。

それから、他県から来た人が多くて、秋田県人以外とコミュ

ニケーションをとるのが初めてでした。アクの強い関西の人

も含めて、いろんな文化に触れたことで、会社に入っても他

のカルチャーに違和感がないのです。

学業面で言うと、予算がないから工夫しないといけなかった

ので、会社に入ってから「モノがない」とか環境のせいで仕事

がネガティブにならないです。自分たちで変えていこうと思

えています。

あと、当時はパソコンの走りで、研究室に1台2台でした。先

生が早く取り入れて、コンピューターの力を借りて研究を詰

めようとしていました。電気工学科と言いつつプログラムを

作る機会も多かったので、実務的な力としてすごく役に立っ

ています。

学長：今は外国人学生も増えて300人くらいです。キャンパ

スの中に外国の方が多いのは恵まれた環境だと思います。

佐藤さん：グローバルの仕事で一番難しいのもコミュニケー

ションです。英語が完璧じゃなくてもコミュニケーションは

取れる。でも恥ずかしいとか変なプライドとか恐怖でできな

いと、能力があっても仕事になりません。若いうちから多様

な人に触れられるのはすごくいいと思います。

差がつくのは「場」と「仲間」と
「新しいものに向かう姿勢」
——佐々木さん

佐々木さん：医学部は看護や作業療法士・理学療法士も含め

最後に国家試験があるので、学問的にはどこの大学でも似て

きます。特に医学や看護はモデルコアカリキュラムがありま

すし。大学による差がつくとしたら、どんな場で学んだり実

習したりして、どういう仲間と支え合いしながら卒業にたど

り着いたかです。患者さんにも仲間にも、いろんな背景があ

ります。背景や病状を理解し共感し、一人ひとり異なる解決

策に向け、毎回現れる新しいものに向かう姿勢があるかどう

か。そのことが、後の人生に差をつけます。この習慣づけが

できるのは、秋田の地と秋田大学が持つ包容力のお陰だと

思っています。

社会人になったとき、目をつむったときに浮かぶ景色・場面

は重要です。臨床ではない道を選んでも、ここが勝負の分か

れ目です。

機器の整備は大学差があるかもしれませんが、それは本人の

能力とは別次元で、機器が揃っていることが本当に良いかは

一概に言えません。

医学には、未着手の領域がたくさん残っています。既存のも

のをトレースするだけならアクセスできる情報量で差がつ

くかもしれませんが、新しいものに取り組むなら条件は世界

中どこでも同じです。更にこれからはAIなどで情報量も世界

で差はなくなります。

何を思い浮かべられるか。これが秋田大学で得て、今も社会

で私の最大の切り札になっています。

壁にぶつかった時、
何が支えになったか

学長：ここまでのお話を聞くと、皆さん順調に見えますが、

きっと壁にぶつかったこともあったと思います。学生時代の

経験がどう役に立ったか、聞かせてください。

「失っても、またやれる」
—— 沼谷さん

沼谷さん：僕は家庭の経済状況もあって、大学に入る時に母

親から「米だけは食わせてやる。あとは全部自分でやれ」と言

われました。

だから授業と同じくらい、バイトをしました。平日も土日も、
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夏休みも冬休みも、とにかく働きました。道路工事の誘導も

やったし、ボートピア河辺の建設現場にも行ったし、ラーメ

ン屋でネギを切ることもやりました。学生時代の4年間で、

ありとあらゆる仕事を経験しました。そのおかげで、社会に

出て、公務員になって、選挙に出て、落選して、また挑戦して、

という中で、「死にはしない」「バイトすればなんとか食べて

いける」というように、学生時代の経験から思えるようにな

りました。あの4年間のバイト生活を経験したおかげで「捨

てる勇気」「変える勇気」「失っても立ち上がる感覚」を持て

るようになったと思います。

逃げなかったことだけが、評価された
—— 佐藤さん

佐藤さん： 会社に入ってからの人生は、正直、失敗ばかりで

す。事業がうまくいかず、リストラを断行しなければならな

い時に責任を取らされて、二段階くらい降格したこともあり

ました。ものすごくつらかったです。

でもその時、上司から「もう一回勉強し直せ」と言われて、と

にかく逃げませんでした。その上司にあとから言われたのは、

「最後まで逃げなかったことだけは評価する」という言葉で

した。

秋田で育って、秋田で学んだという意識もあって、簡単に投

げ出せませんでした。恵まれなかった部分もあった中、不便

な環境で粘り強くやってきた経験が苦しい時に生きたと思

います。

失敗する前に、相談する力 
—— 佐々木さん

佐々木さん：先に申し上げると、中央官庁で仕事をしていて、

「秋田大学卒です」と言ってバカにされたことは一度もあり

ません。むしろ「雪深いところで頑張ってきた」と評価される

ことの方が多く、壁どころか差別化を図れるカードになって

います。

正直に言うと、これまでの人生でも壁を感じたことはなく、

「大きな失敗」もしていません。なぜならば、壁や失敗の予感

がしたときに、解決策を持っている方にコミュニケーショ

ンを取って相談してきたからです。なので、大学時代にいろ

んなことを経験し、いろんな選択肢を持って、予感できる嗅

覚と解決できる仲間を磨いて欲しいです。プライドが高い

と、相談できなくなります。人に触れないと、機会を失います。

こうした力を身につけられる場面を持っているのが、秋田大

学の良さだと思っています。

学長：ありがとうございます。大体皆さん同じような思いで

すね。コミュニケーションが大事だなということは私もすご

く思います。いいお話をありがとうございます。

今の学生に伝えたいこと

学長：次は秋田大学の学生に向けて、このような学生生活を

送ってほしいというメッセージがあればお願いいたします。

「リアルな体験」が最後に残る 
—— 沼谷さん

沼谷さん：今はAIもSNSもあって、いろいろなものを見聞き

できますが、それは誰かの知識、誰かの経験、誰かの体験を

見て、自分が何か経験や体験、体得をしたかのように感じる

ものだと思うんです。もしかしたらフェイクかもしれない。

最後に残るのは、自分が触った感触とか、食べた時の食感と

か、寒い暑いという体感とか、そういうリアルなものです。

自分が本当に体で経験したことしか、あとに残らない。学生

時代という時間にどれだけリアルなものに触れられるかと

いうのが、いずれ財産になり、コミュニケーションに繋がる

と思います。

秋田は、リアルな体験のタイムパフォーマンスがすごくいい

です。東京だとラーメン一杯食べるのに1時間半かかること

もある。でも秋田なら40分で食べられる。同じ24時間でも、
秋田大学長　南谷　佳弘
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体験できる量が全然違います。海もある、山もある。だから

大学とアパートとバイトだけじゃなくて、もう一つ別の場所、

別の経験をどんどん増やしてほしいです。それが将来、どこ

に行っても通用する力になると思っています。

「印象に残る人」になってほしい
—— 佐藤さん

佐藤さん：私が大学を卒業してからもう40年近くになりま

すが、今またAIという大きな変化の中にいます。40年前、ア

ナログからデジタルに変わる時代も、先が見えませんでし

た。今の学生さんも同じだと思います。でも、どんな時代でも、

能力を発揮できる場は間違いなくあります。だからしっかり

勉強してほしいです。

もう一つ大事なのは、「印象に残る人」になることです。仕事

をするにあたって凄く大事で、その人の個性や独自性を出す

ことが強みになります。

「秋田大学の誰それ」と覚えてもらえる。鉱山学部という名前

も最初は「？」でも、覚えてもらえる。社会に出てから、覚え

てもらえるっていうのはすごく得なことです。

秋田で学んだことを自分の個性として出し、記憶に残るよう

な形になれば、コミュニケーションのきっかけになり、仕事

のチャンスにもつながると思います。

「捨てられない人」になるために
—— 佐々木さん

佐々木さん：モノの大量生産大量消費の時代を経て、情報の

大量生産大量消費の時代を迎えています。その次の時代に今

の学生さんは向かって行っています。もしかしたら人そのも

のが大量消費される、大事にされない時代も想定しなければ

いけないかもしれません。

だからこそ、自分自身が捨てられないために、何を磨いてい

くのかが大事です。

そのためには、人と同じことをしていてもだめだし、誰にも

受け入れられないことをやるのもリスクがある。自分にしか

ない経験や価値を、どう積み上げるかです。

秋田にはいろんな場所に行けるという地の利があります。海

や山や広がる田んぼは、世界中のどこにでもあるわけではあ

りません。

授業も大事です。90分間も一人の人の話を聞くという経験

は、社会に出ると本当に貴重になります。その中から、学問的

な内容だけではなく、講義をされる先生の生き様を読み取る。

加えて講義の最後に自分の言葉でラップアップする。そうい

う習慣を学生生活を通じて身につけて欲しいと思います。

20歳の自分へ、そして今の秋大生へ

学長：最後に、20歳の自分を思い浮かべて、今の自分から一

言かけるとしたら、どんな言葉をかけますか。

「思い描いた人生にはならない」
—— 沼谷さん

沼谷さん：20歳の自分は、今の52歳の自分を全く想像して

いません。

だから逆算して言うなら、「お前が考えている人生にはなら

ないからな」と言いたいですね。でも、それは悪い意味じゃ

ない。思ってもいなかった方向に転がっていくからこそ、今

の自分がある。だからあまり決めつけずに、目の前のことを

ちゃんとやっていけばいいと思います。
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「もっといろんな経験をしておけ」
—— 佐藤さん

佐藤さん：20歳の頃は、研究が面白くて、「これを一生やるん

だ」と思っていました。でも社会に出ると、思う通りにいか

ないことの方が多いです。もし言えるなら、「もっといろん

な経験をしておけ」と言いたいですね。友達ももっと幅広く

作って、学生時代にしかできないことにもっとチャレンジし

ておけばよかったと思います。

「人を頼れる力を持て」
—— 佐々木さん

佐々木さん：「人を頼れる力を持て」です。今日は様々お話さ

せていただきましたが、20歳の頃は中二病のような全能感

があったので、当時はまったく実践できてなかったです。

学長：秋田大学での楽しい経験もつらい経験も、どれも無駄

にはならず、必ず何かに役立つはずです。役に立たず別の道

に進んだとしても、それはそれで価値のある経験になります。

学生時代を大切にして、自分の思うようにいろいろなこと

に挑戦してほしいです。また、皆さん共通しておっしゃった

のは、人とのコミュニケーションの大切さです。友人や仲間、

先生とのつながりが、社会に出てから何よりの力になるとい

うことを教えていただきました。今、これを読んでいる学生

さんは、お友達とお酒を飲んでも結構ですし、どういった場

でも結構ですので、どんどんいろんな人と繋がっていただき

たいと思いました。

「秋田大学とともに歩んだ時間」

学長：最後に少し昔話でもしましょうか。

沼谷さん：僕は卒業してからもずっと秋田に住んでいるので、

学生時代に通っていた食堂に、今でも通っています。

当時お世話になったお店の人たちと今もつながっていて、歳

をとりましたけど、同じ街の中でずっと一本の線でつながっ

ている感覚があります。

市長として千秋公園の整備を考える時にも、観桜会の思い出

がふっとよみがえる。学生時代の記憶と今の仕事や生活が重

なって、この街で暮らす自分はすごく幸せだと感じています。

佐藤さん：秋田大学は、当時から図書館が充実していて、今は

さらに研究環境も良くなっているのが正直うらやましいです。

秋田大学には鉱山学部がありましたが、海外の大学を見ても、

有名校には必ず資源とかマイニング系があります。そのロ

ケーションは田舎や自然の中にあり、そこに優秀な人が集ま

ります。秋田もまさに同じで、自然も海もあってポテンシャ

ルは高いと思っています。

最後に仕事をする時に大事なのは、どこの大学を出たかじゃ

なくて、自身がパートナーとして信頼されるかどうか、人付

き合いができるかどうかです。そこは秋田大学での学生生活

で鍛えられました。

最後に、学長より——
「大学名より、あなたが何をするか」

学長：私もアメリカに2年間留学した時、先生に「秋田大学卒

です」と言ったら、「日本の大学はほとんど知らない。どこの

大学卒ということではなく、お前がどう仕事するかだ」と言

われました。結局、最後はその人が何をするかなんだなと思

いました。

この度、皆さんのお話を聞いていて、秋田への愛や、秋田大

学愛を感じて、秋田大学を預かっている身としてすごく嬉し

く思いました。秋田大学卒の皆さんが今思っているのは、秋

田大学で学べてよかったなということじゃないかなと思い

ます。そして、最後に問われるのは、何をしたのか、何ができ

るかという人間力、そしてコミュニケーション力です。

「秋田大学卒」十分自信を持って歩んでいただければと思います。

TDK株式会社　専務執行役員　電子部品BC CEO　佐藤　茂樹
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　平素より、秋田大学の教育・研究活動に対し、多大なる
御理解と温かい御支援を賜り、心より感謝申し上げます。
みらい創造基金を通じて皆様からお寄せいただいた御厚
志は、本学で学ぶ学生一人ひとりの挑戦を支え、将来に向
けた学びを深めるための大きな力となっております。
　近年、国立大学を取り巻く環境は大きく変化していま
す。国による支援の在り方が見直される中、教育・研究の
質を維持し、さらに発展させていくためには、大学自ら
が主体性をもって財源の多様化を図り、柔軟かつ戦略
的に改革を進めていくことが強く求められています。特
に地方に位置する国立大学である本学にとっては、地域
社会とともに歩み、その期待に応え続けるためにも、皆
様からの御支援が引き続き重要な意味を持っています。
　秋田大学はこれまで、資源・環境分野における研究、
地域医療を支える医療人材の育成、さらには教育・文化
の分野を通じて、地域と世界の課題解決に貢献してまい
りました。加えて近年は、AIやデータサイエンスといった
先端分野を教育・研究に積極的に取り入れ、社会の急速
な変化に対応できる人材の育成を進めています。これら

はすべて、大学全体の改革の一環として位置づけられて
いる取り組みです。
　同時に、本学が最も大切にしているのは、学生一人ひ
とりに寄り添った支援です。経済的な不安を抱える学生
への支援、学修環境の充実、研究や課外活動への後押
しなど、学生が安心して学び、自らの可能性を最大限に
伸ばすための環境づくりに力を注いでいます。みらい創
造基金からの御支援は、まさにこうした学生への「手厚
い支援」を実現する原動力となっています。
　大学改革と学生支援は、一過性の取り組みではなく、
継続してこそ真の成果につながります。皆様からの御支
援は、未来を担う学生への投資であり、やがて地域社会
や国際社会へと還元されていくものです。
　秋田大学は、これからも未来を創造する人材の育成
に全力で取り組んでまいります。その歩みを支えてくださ
る皆様に、改めて深く感謝申し上げますとともに、今後と
も本学の教育・研究活動への変わらぬ御理解と御支援
を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

秋田大学
みらい創造基金だより

これまでの秋田大学みらい創造基金へのご寄附活用状況や、
ご支援を受けた学生からのメッセージなどを紹介いたします。

【ご支援をいただきました皆様へ】

未来を創造する
人材育成への
あたたかいご支援に
感謝申し上げます。

秋田大学長  南谷 佳弘
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秋田大学みらい創造基金だより

事 業 紹 介

　平成26年度に解散した財団法人土崎感恩講より経済的困窮学生支

援の目的でいただいた寄附金を財源として、平成30年度から新たに、

学部新入生を対象とした秋田大学独自の給付型奨学金制度「新入生

育英奨学資金」を設立しました。給付額は1人10万円（入学料免除許

可者については5万円）となります。（受給学生からのメッセージは13

ページへ掲載しております。）

【給付状況】

●令和4年度…13名　●令和5年度…8名　●令和6年度…11名

これまでの
ご寄附累計

（令和８年１月３１日現在）

令和6年度の
ご寄附

（令和6年4月1日～
 令和7年3月31日まで）

ご寄附件数  5,018件
ご寄附総額  473,883,665円

370件
38,943,730円

　秋田大学みらい創造基金は、大学全体の活動を広く支援する「一般基金」と、使途を特定して支援する
「特定基金」で構成しております。「一般基金」では、経済的に困窮している学生への支援、成績優秀者
の表彰、留学生や留学を希望する学生へのサポートなど、幅広く支援を行っております。「特定基金」で
は、医学部の修学環境の整備、病院の利便性向上など、要望に沿った支援を行っております。
　このような支援を続けられるのは、地域の皆さま、企業の皆さま、本学の卒業生の方々や在学生の保
護者の方々など、本学を応援して下さっている多くの皆さまからの温かいご支援によるものであり、厚
く御礼申し上げます。また、一時的な経済支援にとどまらず学生の卒業までに継続的に支援していくた
め、今後とも温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ご寄附活用
状況について

新入生育英奨学資金（一般基金）

　秋田大学と国際交流協定を締結する海外の大学へ留学する本学交

換留学生の中で、特に国際的な視野を持ち、優れたコミュニケーショ

ン能力・異文化理解力を備えた国際人となることが期待される者を対

象に、留学の際の国際線の航空運賃の一部や、特に学業成績が優秀な

場合は航空運賃の全部および留学中の滞在費を支援しています。

学生の海外派遣支援（一般基金）

　手形キャンパス陸上競技場のインフィールドに設置している人工芝

について、経年劣化により複数箇所に断裂が発生しており、競技中に

足を取られる危険性が高くなっていたため、修繕を行いました。

陸上競技場インフィールドの人工芝修繕（一般基金）

　みらい創造基金による学生の修学支援として、成績優秀者を表彰し、

学業奨励金（10万円/１名）の給付を行いました。対象となるのは卒業

年次を除く学部学生15名で、学業成績が優秀かつ人物優秀と認めら

れる学生を各学部長が推薦し、

学生支援総合センターにおいて

被表彰者を決定しています。（受

給学生からのメッセージは14

ページへ掲載しております。）

学業奨励金表彰（一般基金）
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秋田大学新入生育英奨学金　受給学生より

寄附者の皆様へのメッセージ

　この度は秋田大学みらい創造基金にご寄附いただき、有
難うございます。支援いただきました奨学金は、学費の一部
として使わせていただきます。私は母子家庭です。母親は
支援してくれますが、私のために負担をかけさせてしまって
いることを心苦しく思います。そんな中、奨学金をいただけた
ことで母親を助けることができます。誠に有難うございます。
　私は地域文化学科に所属しています。将来は秋田県庁
の公務員として秋田を支えたいです。そのためにも、授業や
フィールドワークを通して秋田を活性化できる人材として成
長することを目指しています。学生生活の中で困難なことも
起こるでしょうが、奨学生に選ばれた責任を持ち、思う存分
学びつくしたいと思います。
　最後になりましたが、ご支援を下さったすべての方 に々重
ねてお礼申し上げます。皆様への感謝の気持ちを忘れずに
精進してまいります。この度は有難うございました。

教育文化学部

　この度は、選考していただき誠にありがとうございます。
今回支援いただいた奨学資金は、今後の授業に必要な
教科書や、今後実施される実習・実験に必要となる道具を
購入する資金に充てたいと思います。
　今後の学業も、自分はたくさんの人の支えによって学ぶ
ことができているのだということを自覚し、将来の自分の夢
の実現に向けて日々励んでいこうと思います。また、学業
以外にもスポーツなど課外活動にも積極的に取り組んでい
こうと思います。
　本当にありがとうございました。

国際資源学部

　ロシアによるウクライナへの武力侵攻により、学ぶ場や研究する場

を安全に確保することができなくなった学生に対し、秋田大学に受け

入れ、修学や研究活動の環境を提供するプログラムを継続しておりま

す。住居支援や生活支援金の支給などを行い、安心して修学や研究活

動に取り組むことができるようサポートしています。

　現在各病棟に配置しているシャワー用ストレッチャーは老朽化が進

んでおり、患者様からも不満の声があったため、新たにシャワートロ

リーを購入しました。こちらはお湯を溜めることができ、半身浴の状態

でシャワー浴が可能なため、患

者様の満足度向上と介助者の

負担軽減を図っています。今

後も複数部署での活用を想定

しています。

 　

　附属病院を利用する患者様

とそのご家族の皆様が快適に

過ごせるよう、待合用ロビー

チェアや車椅子など、老朽化し

たものを新しくしたほか、これ

まで設置していなかった箇所

にも設置しました。

 

ウクライナ学生への支援（一般基金）

　若い世代に興味を持って視聴してもらうことを念頭に、「柔らかく親

しみやすい雰囲気」、「短時間（1分）」の2点をコンセプトとして動画作

成を企画しホームページに撮影動画を掲載しています。医学部および

看護部の魅力を伝え、受験者数と看護師採用の拡大を図っています。

ショート動画作成（医学部寄附金・病院寄附金）

附属病院の環境整備（病院寄附金）

その他の事業については
本学ホームページにも
掲載しております。 こちらから▶

秋田大学公式
マスコットキャラクター
あきたゆめまる
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秋田大学みらい創造基金だより

学業奨励金表彰　被表彰学生より

　この度は学業奨励金表彰に選出していただき、誠にあり
がとうございます。また、秋田大学みらい創造基金にご寄附
いただいた皆様、ならびに関係者の皆様に心より感謝申し
上げます。今回表彰していただいたことを励みに学業およ
び研究活動に一層力を入れてまいります。
　現在私は新しい磁気メモリへの応用を目指して、強磁性
および強誘電特性を併せ持つ多機能薄膜の作製に取り組
んでいます。目標の性質を全て満たす材料の作製はとても
簡単なことではありませんが、この研究活動を通して知識・
技術を身につけ、将来は人々
の生活を豊かにするものづくり
産業の発展に材料理工学の
分野から貢献していけるような
人材になることを目指して努力
してまいります。

理工学部
物質科学科　材料理工学コース4年　長谷山　大空　

　この度は秋田大学学生表彰に選出していただきまして誠に
ありがとうございます。秋田大学みらい創造基金へご寄附いた
だいた皆様並びに関係者の方 に々心より御礼申し上げます。
　秋田大学に入学してから、大学の先生、実習先の先生また
地域の方々、対象者の方から日々 非常に多くのことを学ばせ
ていただいております。また、部活動やサークル、アルバイト、ボ
ランティアなどの活動を通してもかけがえのない仲間や地域の
方 と々の出会いがありました。こうして安心して充実した学生生
活を送れておりますのは決して当たり前ではなく、ご指導いただ
き、いつも温かく手を差し伸べてくださる先生方、これまで支え
てくださった多くの方々、友人、家族のおかげであり、感謝の気
持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。
　秋田大学では先生方を中心に認知症予防のためのコグ
ニサイズ教室を県内各地で開催して積極的に普及活動に
取り組んでいます。私も将来、健康寿命延伸に向けた活動
ができるように努力します。
　また、私は対象者のニーズや心を理解し、信頼関係を築
き、心身両面のケアまで心配りのできる作業療法士になりたい
と考えております。秋田大学で学んだことを活かし、障害に渡
り幅広い知識や技術の向上を図り、信頼される作業療法士
としてチーム医療や地域に貢献してまいります。今後ともご指
導のほど、よろしくお願い申し上げます。

医学部
保健学科　作業療法学専攻4年　細井　美佑　

その他メッセージは
本学ホームページにも
掲載しております こちらから▶

秋田大学公式
マスコットキャラクター
あきたゆめか
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この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。
今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄附者ご芳名（個人）
青木　久子　様
秋田大学有志一同　様
秋吉　史博　様
浅田　昌弘　様
阿部　純子　様
阿部　民雄　様
安部　宙明　様
天野　理恵　様
荒川　梢　様
五十嵐　良薫　様
池上　俊哉　様
石井　英二　様
石井　誠人　様
石岡　邦江　様
石垣　宏　様
石田　和子　様
石塚　真人　様
石塚　雅幸　様
石原　岳　様
石山　公一　様
泉田　温人　様
市川　逸郎　様
井戸　芳和　様
伊藤　朝貴　様
伊東　健一　様
稲垣　弘子　様
稲葉　倫子　様
乾　久美子　様
井上　貞行　様
井上　貴之　様
伊庭　幸人　様
井濵　克也　様
井村　匠　様
上原　大二郎　様
上村　英彦　様
江夏　道晴　様
遠田　和也　様
遠藤　京香　様

ENKHZAYA
OTGONBILEG　様
大海　泰山　様
大里　雅之　様
大高　麻衣子　様
大西　絵奈　様
大沼　真季　様
大野　祐翔　様
大場　司　様
大橋　勇司　様
大原　高志　様
大森　泰文　様
大山　謙治　様
大山　ともこ　様
小笠原　磨　様
小笠原　啓　様
沖田　雅子　様
長田　翼　様
小山内　一由　様
押野　美雪　様
尾添　陽子　様
小野　誠　様
小野　悠太　様
小野寺　敦大　様
小野寺　満代子　様
小原　孝文　様
小原　雅輝　様
利　勝利　様
加賀谷　有　様
掛田　夏希　様
片山　健太　様
加藤　公和　様
加藤　千秋　様
加藤　奈緒美　様
金田　綾緒　様
金光　理玖　様
KABIR　
MAHMUDUL　様

鎌田　春奈　様
鎌田　浩　様
亀山　正敏　様
川邉　禎久　様
川俣　眞綾　様
川村　真紀　様
菅野　拓矢　様
北折　曉　様
北林　博明　様
木村　敬　様
木村　光希　様
工藤　俊輔　様
工藤　晴佳　様
工藤　舞子　様
工藤　康恭　様
國枝　正　様
久保　英信　様
熊谷　明菜　様
熊谷　晃也　様
熊谷　小影　様
倉澤　寿仁　様
栗原　皆　様
黒岩　昭裕　様
黒澤　一元　様
桑島　精一　様
五井　昭一　様
小泉　匠平　様
小礒　裕子　様
国分　英彦　様
児玉　和幸　様
小玉　亨　様
小玉　美希　様
後藤　慎　様
小林　孝成　様
小山　裕文　様
金　優剛　様
彩恵　りり　様
齊藤　寛治　様

斎藤　澄子　様
齊藤　岳広　様
齋藤　瑠璃子　様
酒井　俊昭　様
酒井　貢　様
坂本　和太　様
櫻井　光　様
佐々木　健介　様
佐々木　隆浩　様
佐々木　嘉乃　様
佐藤　修　様
佐藤　勝信　様
佐藤　研　様
佐藤　佐智子　様
佐藤　孝　様
佐藤　秀樹　様
佐藤　真珠　様
佐藤　祐樹　様
佐藤　悠司　様
澤渡　祥　様
三戸　学　様
篠塚　龍　様
柴田　智彦　様
柴山　敦　様
島津　斉明　様
清水　暁　様
清水　恵　様
昌子　純子　様
進士　優朱輝　様
須川　敏幸　様
杉山　重彰　様
鈴木　邦彦　様
鈴木　大智　様
鈴木　なつみ　様
鈴木　澪　様
須藤　哲　様
鷲見　亮介　様
隅田　晃　様

角野　浩史　様
関　信輔　様
関川　秀三郎　様
仙北谷　瑞樹　様
平　拓也　様
髙井　友也　様
髙岡　千菜美　様
高階　拓哉　様
高梨　正人　様
高野　華澄　様
高橋　邦泰　様
高橋　智彦　様
高橋　秀則　様
高橋　祐平　様
高松　美央　様
高谷　真樹　様
田口　俊則　様
田口　秀子　様
竹内　松裕　様
武山　華　様
立花　宏泰　様
田中　健吾　様
田中　まなみ　様
田中舘　一久　様
田名部　香織　様
千代延　俊　様
鶴岡　正章　様
土肥　龍錫　様
遠田　耕平　様
長井　瞭　様
中泉　航哉　様
中田　博　様
中谷　裕太朗　様
仲村　佳乃　様
成田　貴之　様
成田　幸広　様
新倉　航平　様
西川　なつみ　様

西澤　真樹子　様
西島　圭亮　様
丹羽　崇史　様
布谷　博　様
沼沢　実　様
野口　哲也　様
野村　周弥　様
羽沢　均　様
畠山　信一　様
波多野　宏治　様
馬場　俊明　様
浜崎　一　様
早川　輝　様
早川　徹　様
林　啓二　様
速水　直人　様
原田　美和　様
平井　幹　様
平田　和希　様
廣澤　真希　様
深井　留美　様
福田　智昭　様
福原　幸将　様
藤澤　季生　様
藤田　賢一　様
藤田　卓　様
藤田　嗣人　様
藤谷　謙二　様
船橋　健一　様
保泉　光一　様
細谷　貴美子　様
堀江　由美　様
前田　かおり　様
前田　優佳　様
升　佐知子　様
松井　耕介　様
松浦　玲子　様
松尾　善行　様

松岡　尚孝　様
松橋　直也　様
松原　信行　様
松村　讓裕　様
松本　安司　様
間山　昭　様
丸橋　暁　様
丸山　郁代　様
三浦　飛鳥　様
三浦　ふぶき　様
峰　正博　様
三村　明　様
宮城　磯治　様
宮地　早織　様
宮野　幸子　様
三好　雅也　様
三輪　知志　様
森川　朋弥　様
諸富　正彦　様
柳原　弘幸　様
山内　祥行　様
山﨑　宏美　様
山田　有花　様
山地　陽介　様
山手　裕二郎　様
山中　智博　様
山平　自然　様
山本　岳志　様
横田　宏治　様
横山　晴樹　様
葭井　功輔　様
吉田　尭史　様
吉田　稔　様
吉野　和子　様
吉村　由多加　様
米山　奈奈子　様
渡部　隆英　様
渡部　韻　様
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特集号

寄附者ご芳名（企業・団体等）
秋田朝日放送株式会社　様
秋田県厚生農業協同組合連合会　様
株式会社秋田国際カード　様
秋田市地質調査業協会　様
株式会社秋田住宅流通センター　様
株式会社秋田新電元　様
秋田大学生活協同組合　様
秋田東ロータリークラブ　様
秋田ボーリング株式会社　様
秋田ロータリークラブ　様
株式会社伊藤ボーリング　様
株式会社WELMA　様
HRS株式会社　様
エイブリック株式会社　様
奥山ボーリング株式会社　様
株式会社鹿渡工業　様
川崎地質株式会社　様
岸田－北光財団　様
検査開発株式会社　様
株式会社合同資源　様
互大設備工業株式会社　様

株式会社五洋電子　様
株式会社笹谷建設　様
株式会社沢木組　様
三和テッキ株式会社　様
株式会社自然科学調査事務所　様
JOA合同会社　様
進藤電気設計　様
株式会社菅与組　様
杉山重工株式会社　様
医療法人正観会　様
千秋ボーリング株式会社　様
総合地質調査株式会社　様
大日本ダイヤコンサルタント株式会社　様
太平洋セメント株式会社　様
高橋産業株式会社　様
株式会社たけや製パン　様
一般財団法人丁酉会　様
株式会社東京サイエンス　様
東部ガス株式会社　様
株式会社東北フジクラ　様
東洋エンジニアリング株式会社　様

DOWAメタルマイン株式会社　様
日鉄鉱コンサルタント株式会社　様
日鉄スラグ製品株式会社　様
一般財団法人日本エネルギー経済研究所　様
日本精機株式会社　様
日本地下水開発株式会社　様
株式会社丹羽由　様
八幡平グリーンエナジー株式会社　様
株式会社物理計測コンサルタント　様
HOPDOG BREWING合同会社　様
丸水秋田中央水産株式会社　様
有限会社ミスミ　様
三菱マテリアル株式会社　様
三菱マテリアル電子化成株式会社　様
株式会社宮原組　様
山岡工業株式会社　様
山二建設資材株式会社　様
株式会社友愛ビルサービス　様
ユナイテッド計画株式会社　様

その他匿名希望　241名様・法人様（令和7年5月～令和8年1月末入金分　五十音順）

秋田大学みらい創造基金は、秋田大学ホームページからもお申し込みいただけます。 
https://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html

秋田大学みらい創造基金事務室  〒010-8502 秋田市手形学園町1番1号  ☎018-889-3266
お 申 し 込 み
お問い合わせ先

　秋田大学広報誌〈アプリーレ〉は、受験生や高校
生、地域の方に向け情報発信の一環として、発行し
ています。 皆さまのご意見をいただき、より役立つ
誌面づくりを目指します。 ぜひアンケート（所要時
間：３分程度）にご協力いただけますよう、お願いい
たします。

読 者 ア ン ケ ー ト の お 願 い


